平成26年　公認審判員C級ライセンス　学科試験

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成26年9月14日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　公益財団法人 東京都柔道連盟
	　　　　　　　点／100点


	受験番号
	
	氏名
	
	所属
	


１、国際柔道連盟試合審判規定・新ルール。（※2014年1月施行。但し、国内は4月から施行。）「抑え込み」の時間について①～③の秒数を（　）の中に答えなさい。　　　　〈4点×5問〉
　
　①「一本」＝（　　　　）秒　

②「技あり」＝（　　　　）秒以上（　　　　）秒未満

③「有効」＝（　　　　）秒以上（　　　　）秒未満
２、国際柔道連盟試合審判規定・新ルールに関して記述したものである。①～⑮について、正しいものには○、正しくないものには×を（　）の中につけなさい。　　　　　〈2点×15問〉
1 　投技における「一本」は、相手を制しながら、背を大きく畳に着くように、相当な強さ、速さをもって投げたときであり、本当のインパクトがない場合は「一本」とは考えない。
「一本」の価値が再確認された。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　）
②　投技において、技が切れ過ぎで（技が強すぎて）相手が回転し過ぎて、（相手が自ら回転したのではなく）背中の一部のみが畳に着いた場合、「スーパー一本」として「一本」を与える。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　）
③　見事な技で投げた場合は、相手が尻もちを着いたら「有効」となる。　　　　（　　　　）
④　相手をコントロールして投げて体の上部側面が畳に着地した場合は「有効」と定義づけられたが、相手の下半身が明らかにうつ伏せの場合は、上部側面がハッキリと畳に着いても「有効」とはならない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　）

⑤　投げられた時、ブリッジ(背中が着かないようアーチ状に着地した場合)での着地は、「一本」とみなされることとなったが、頭が畳に着いて、足が着く前に頭が離れた場合はブリッジとは考えず「一本」とはしない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　）
⑥　「指導」は相手選手のスコアに反映されなくなったため、「総合勝ち」は成立しなくなった。※「総合勝ち」は消滅された。　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （　　　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
⑦　相手の組み手を両手で切る行為は1回目で「指導」を与えるが、片手で切る行為は何回繰り返しても「指導」とはならない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　）　　　　　　　　　
8 　握りを切るために、相手の手又は腕を膝や足で蹴ることは「指導」を与えるが、自分の膝や脚に腕を引きつけて切っても「指導」とはならない。　　　　　　　　　（　　　　）
9 　立ち姿勢において、片襟や帯を握るなど「標準的な組み方以外」の組み方は、通常、攻撃することなく、５秒を超えて握っていた場合に「指導」を与えていたが、新ルールでは如何なる場合でも5秒以上握ったら「指導」が与えられる。　　　　　　　　（　　　　）
⑩　相手の組み手を強く叩く行為は、繰り返された場合には「指導」を与える。　　（　　　　）　　　　　　　　　　
⑪　組み手を持たず相手の帯から上に直接に抱きついて投げる行為（俗称、ベアハグ）は１回目から「指導」となる。ただし、これを相手が返して投げた場合は、そのスコアを優先する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （　　　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
12  立ち姿勢のとき、片手、または両手、もしくは片腕、または両腕を使って相手の帯より下を攻撃する、またブロックすることは、「反則負け」となる。但し、立ち姿勢で相手が関節技を施しながら投技を施してきた場合、例えば立ち姿勢で腕挫腕固を施し、肘関節を極めながら支釣込足を掛けて来たケースは、相手の帯から下を掴んでも「反則負け」とはならない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　）
13  立ち姿勢において、片足が場外に出た場合、直ちに攻撃するか、場内に戻らなければ「指導」となる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　）　　　　　　　　　　
14  試合場内で「抑え込み」が宣告後、抑え込みの状態のまま両者が場外に行き、（安全地帯ゾーン）そこで抑え込んでいた選手が関節技に移行し、相手が「参った」した場合は関節
技による「一本」をみとめる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　）
⑮　立ち姿勢において、攻撃等のアクションのないまま両足が場外に出た場合は「指導」となるが、相手が明らかに押して出た場合は、押した選手に「指導」を与える。　　（　　　　）
３、国際柔道連盟試合審判規定、審判員（主審）の動作について（　）の中にあてはまる適語を下記の語群より選び、その記号で答えなさい。　　　　　　　　　　　　　　　　〈5点×6問〉
①　「一本」＝片腕を頭上高く伸ばし、（　　　　）に向けて挙げる。
②　「有効」＝片腕を体の側方（　　　　）に、掌を下に向けて挙げる。

　③　「待て」＝片手を肩の高さに畳とほぼ平行に挙げ、指を上にして開いた掌を（　　　　）に向けて示す。

　④　「積極的戦意に欠けること」＝（　　　　）で両前腕を前回りに回転させ、人差し指で罰
則を与えられる試合者を指差す。

　⑤　「抑え込み」＝試合者に向かって（　　　　）、試合者の方へ掌を下に向けて片腕を挙げる。
　⑥　「そのまま」＝上体を前方に曲げ、（　　　　）両試合者に触れる。
　

　　ア、９０度　　イ、片手で　　ウ、時計係　　エ、掌を横　　オ、上体を曲げ
　　カ、顔の高さ　　キ、記録係　　ク、胸の高さ　　ケ、上体を曲げず
　　コ、掌を前　　サ、４５度　　シ、副審　　ス、両掌で　　セ、３５度
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
４、国際審判規定（①～④は国内、少年大会申し合わせ事項）①～⑩について、文章が正しければ○、正しくなければ×を（　）の中につけなさい。　　　　　　　　　　　　〈2点×10問〉
　
①　立ち勝負において「腕返し」（俗称）を施した場合1回目は「指導」、もう一度施した場合
は「反則負け」となる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　）
②　両膝を最初から畳に着いての背負投を施すことは「指導」である。 　　　　（        ）
③　相手の頸を抱えて大外刈、払腰などを施すことは「指導」である。 　　　　（　　　　）
④　無理な巻き込み技を施すことは「反則負け」である。　　　　　　　　　　　（　　　　）

　

⑤　絞め技を施しながらの投技はスコアとなるが、関節技を施しながらの投技はスコアとならない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　）
⑥　柔道衣の上衣の裾又は帯を使って絞技を施すことは「指導」であり、柔道衣の裾や帯は自分のものでも相手のものでも「指導」である。　　　　　　　　　　　　　　（　　　　）　　　　　　　　　　　
7 相手の握りを解くために、相手の指を逆にとることは「指導」である。　　　(　　　　）
⑧　河津掛を試みることは「指導」である。　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　）
⑨　出血が伴う負傷があった場合には、主審は医師を呼び、出血を止めさせなければならない。また、2回まで同じ部位の手当てを受けることが出来るが、3回目の出血があった場合は、相手選手の「負傷勝ち」となる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
10 試合者が嘔吐した場合、どのような場合でも相手選手の「棄権勝ち」となる。　（　　　　）









